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福岡県教育センター 指導主事
倉橋 慎二

　音楽の授業づくりに悩んである先生方、一緒にやっ
てみましょう！　１人１台端末を活用しての授業、子供も
先生方もワクワク楽しいそして学びのある時間になる
といいですよね。音楽の授業づくりについてたくさんの
実践をお持ちの倉橋先生に今年もおいでいただき、
実践を紹介していただいたり、端末を実際に操作した
りしながら授業づくりをしたりします。

GIGAスクール構想の視点から
理科の授業づくりを考える
～教師自身が授業を愉しむ
　　　　　ための５つのポイント～

福島大学 准教授　鳴川 哲也
（前文部科学省 教科調査官）

　昨年度に引き続き、鳴川先生をお呼びしました！
今回は、特に若い先生方に、少しでも理科の楽しさを
感じてほしいという思いのもとご講話いただきます。基
本的な授業づくりから、ICTを活用する最新の情報ま
で沢山のことを学べる貴重な機会です。小学校中心
ですが、中学校の理科にも繋がる内容が沢山ありま
す。是非、中学校の先生もご参加ください。

理　科

音　楽
1人１台端末を活用した
楽しい音楽の授業づくりⅡ

久留米市教育センター

７月2７日（木）

久留米市教育センター

８月　２日（水） ８月　３日（木）

国立教育政策研究所 教育課程調査官
（学力調査官）　笠井 健一

できる評価・続けられる評価の
具体を位置付けた
社会科の学習指導

大妻女子大学 教授　澤井 陽介

　現行の学習指導要領では、どの教科等においても資質・能力
を育てることを目標に掲げています。この目標を実現するには単
元ごとに育成する資質・能力の具体を明らかにし、単元を通して
育成できたかを確認しながら授業づくりを進めていくことが求め
られています（指導と評価の一体化）。そこで、今年度も元文部
科学省視学官の澤井陽介先生をお招きし「評価から授業をつく
る」をメインに講話を等をいただく予定です。評価等悩んでいる
先生方、ぜひご参加ください！

社　会

７月２８日（金）

久留米市教育センター

８月　８日（火）

久留米市教育センター【目的】　最新の教育情報や学習指導法等についての研修を通して、資質・能力の向上と各学校の取組の充実を図る。
【対象】　久留米市立小・中・高等・特別支援学校の教職員及び北筑後教育事務所管内の教職員で希望する者
　　　　　※久留米市の教職経験５年目研修、新任及び常勤講師等研修会の対象者は選択研修として受講
　　　　　（詳しい条件は、令和５年度 久留米市教職員研修計画書を参照）
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【市立小・中・特別支援学校の申込方法】  《５月１２日（金）〆切》

令和５年度　久留米市教育センター　短期研修　申込案内
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思考力・想像力を育てる文学的
文章の授業づくり（小・中）

兵庫教育大学大学院 教授　吉川 芳則

国　語

　「読みの課題は」「楽しい読みとは」「想像力を身に
付けるには」など読みの授業づくりで悩んでいらっしゃ
る先生に応える講座です。本年度は、物語文の学習に
スポットを当てます。講師は、全国でご活躍されてい
らっしゃる吉川芳則先生です。小・中の実践も取り入
れていただきます。価値ある時間を共有し、力量アップ
を図りませんか。

算　数

広島市立古田中学校 教諭
胡子 美由紀

　To improve our English lesson, what should we
do?授業をよくしたいけど、何をどうすればいいのか。中学
校外国語科の授業づくりについて、全国各地で公演等をさ
れている胡子美由紀先生の模擬授業と講義を通して、日々
の授業をよくするヒントを得るための講座となっています。外
国語科の授業づくりについて「もっと知りたい！」そんな中学
校の先生方も小学校の先生方、ぜひご参加ください。

外国語

Enhance Our
　　　　　　　English Lesson!
～小学校の学びを生かした
　中学校外国語科の授業づくり～

深い学びの鍵となる
数学的な見方・考え方を
働かせる算数科の授業づくり

　深い学びの鍵となる数学的な見方・考え方をどのよ
うに育成していくのか、深い学びとどのようにつながっ
ていくのか、数学的な見方・考え方を働かせる授業づ
くりの在り方を、国立教育政策研究所調査官の笠井
健一先生をお招きして、深く学べる講座です。算数科
の「学びをつなげる」中学校数学科担当の先生方に
もぜひ参加いただきたい講座です。

久留米市教育センター【市立高等学校(三井中央高等学校含)の申込方法】《５月１２日（金）〆切》

【市外学校の申込方法】《５月１２日（金）〆切》
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８月　８日（火）

久留米市教育センター
開始

時刻

終了

時刻

推奨

校種
定員

講
座
番
号

教科

領域等 講座名

職名　講師名

期　　日

会　　場

案内文

１ 会場について

集合での研修を原則としていますが、感染症等の状況に

よりオンラインでの開催に変更する場合があります。詳しい

実施方法については、開催期日の1週間前にホームページ

上でお知らせしますのでご確認ください。

２ 受講をお勧めしたい校種について

標記の校種以外も申込可能です。ただし、定員を超えた

場合は、推奨校種を優先させていただきます。

申込管理者（教頭等）が学校でとりまとめ、校長の承認の上、「受講申込書」をメールに添付して下記のメールア

ドレス送付すること。

（１）受講希望者が「受講申込書」(Excelシート)に入力

（２）申込管理者（教頭等）は、申込状況を確認し、次の方法で提出

（３）教育センターにおいて受講者決定の後、「受講決定者名簿」を

各学校あてメールにて送付 《６月 ２日（金）予定》

本年度も、魅力的な講座をたくさん用意しました！

基本的な指導方法から最新の教育動向まで、一緒に学んでいきましょう！

「受講申込書」の入力方法は、共有サーバ等を活用し、各先生方が入力できるよう校内で工夫すること。

「受講申込書」のデータを以下の保存場所へ提出 ※ファイル名に学校名を記述

［保存場所］ ファイル共有サーバ → 学校共有 → 17.教育センター

→ 01提出用フォルダ（学校⇒教育セ） → 短期研修受講申込書

※ 必ず、校長の承認の上提出すること。

【各講座の表示について】

※ 「受講申込書」は、久留米市教育センターから各市立学校・高校・市町村教育委員会へ

メールでデータを送付します。

※ 受講者決定後の取り消しは、久留米市教育センターに連絡の上、欠席届を送付すること。

※ メール宛先：educen@city.kurume.lg.jp （短期研修担当：平井）

「受講申込書」は〔学校〕⇒〔各市町村教育委員会〕⇒〔久留米市教育センター〕のルートで提出すること。

※ 各市町村教育委員会は、各学校から提出された「受講申込書」を全てメールに添付して下記のメールアドレス

に送付すること。
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久留米市教育センター

７月２６日（水）

「チーム学校」で行う
カリキュラムマネジメント

大阪教育大学連合教職大学院 教授
田村 知子
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　カリキュラム・マネジメント研究の第一人者である大
阪教育大学連合教職大学院の田村知子先生をお招
きし、組織的・継続的に行うカリキュラム・マネジメント
について、教科横断的な視点やリーダーシップの発揮
など、具体的に講話・演習をしていただきます。管理職
の先生方をはじめ、ミドルリーダーの先生方の参加を
お待ちしています。

教　育
課　程

７月２１日（金）

久留米市教育センター

道　徳
ステップアップ！
道徳的価値に迫る
究極の道徳科の授業づくり

十文字学園女子大学　教授　浅見 哲也
（前文部科学省 教科調査官）

　昨年度に引き続き、浅見哲也先生にご講話いただきます！
今回のテーマは「究極の授業づくり」！「いつでもできる」、
「誰もができる」をキーワードに、道徳性を育むために必要
なねらいの設定の仕方や手立ての具体を学ぶことができま
す。授業公開は中学校ですが、小学校の先生方も、内容項
目の系統性を知るよい機会となること間違いありません。ぜ
ひ本講座に参加し、一緒に「究極の授業づくり」を目指しま
せんか？
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総　合
深い学びの実現に向けた
総合的な学習の時間の
授業づくりのリニューアル

文部科学省 教科調査官　齋藤 博伸

　「学級活動の授業って大事だとは分かっているけど、
どう進めたらいいのかわからない」と悩んでいる先生
方、本年度は、例年お越しいただいている杉田洋先生
に、特に学級活動に絞ってご講話いただきます。小学
校高学年の授業参観をふまえてお話しいただくので、
中学校の先生方も、小学校の学びを知る貴重な機会
です！是非ご参加ください！

特　別
活　動

子供を育て、よりよい学級を創る
学級活動の授業づくり

國學院大学 教授　杉田 洋

生　徒
指　導

問題行動への初期対応と
保護者との関係づくり

明治大学 教授　諸富 祥彦

１０月３０日（月）

授業を公開する学校
（別途通知）

　令和の日本の教育は「探究モード」へと転換を図りつつ
あります。この「探究モード」の充実と主体的・対話的で深
い学びの実現に向けて、小・中・高の総合的な学習の時間
の更なるアップグレードが求められます。そこで、今年度は
文部科学省教科調査官の斎藤博伸先生をお招きし、講話
等を通して各学校における総合的な学習の時間の単元計
画等をリニューアルしていきます。
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　「現場教師の作戦参謀」として活躍されている明治大学
の諸富祥彦先生を今年もお呼びします。学校現場のイメー
ジをもって聞くことができるお話から、明日からやってみよう
と思える素敵なアイディアをたくさん知ることができる貴重
な機会です。いじめや不登校などの問題行動への初期対
応や保護者との関係づくりに悩んでいる先生方を支援しま
す。是非ご参加ください。

　BIG　ＮＥＷＳ！！ＴＶや本、雑誌等、各方面でご活躍の奥田
健次先生が、講師として久留米に来られます。「応用行動分
析？」、難しいことはありません。聞いて納得！知って損はな
し！子供への支援の仕方が変わる、子供の見取りが変わる
こと間違いありません。特別支援教育を学ぶのは、特別支
援学級担当の先生方だけではありません。特別支援教育に
携わる全ての先生方、お集まりください！必見です！！

特　別
支　援
教育１

入門！
指導・支援のスキルを増やす
楽しいＡＢＡ講座

株式会社アカデミー　代表取締役
奥田 健次

８月２２日（火）

久留米市教育センター

８月　１日（火）

久留米市教育センター

中村学園大学 教授　山本 朋弘

　これから求められる「自分で・全員で学びとる授業」
にはICTの活用が欠かせません。「子どもたちの情報
モラルが不安です」「何から指導したらいいか分から
ない」の声にお応えして、日々の授業でICTを活用し
ていくときの情報モラル教育についてのポイントや具
体的な実践例をお話ししていただきます。

８月　９日（水）

久留米市教育センター

８月２１日（月）

久留米市教育センター

９月　８日（金）

授業を公開する学校
（別途通知）

久留米市教育センター
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「真の学力」を保障する
人権・同和教育の視点に立った
授業づくり

田川市教育委員会 学校教育課
企画官（指導主事）上野 裕一朗

　子どもたちの学力の保障には、教科等の学びと人権・同和教
育の学びが大切です。教科等のねらいを大切にしながら、人
権・同和教育の視点に立った具体的な授業づくりについて学び
ます。講師は、元福岡県人権・同和教育課の総括指導主事、現
在田川市教育委員会でご活躍の上野裕一朗先生です。小・
中・高の発達段階や出口を見据えた具体的な授業づくりにつ
いてご指導をいただきます。子どもたちに学力が身に付く授業
づくりを一緒に学びませんか。

配慮を必要とする子どもたちへの
性の指導の在り方

特別支援教育ネット 代表　小栗 正幸

　配慮を必要とする子どもたちへの性の指導について
知りたい。そんな先生方へ特別支援教育ネット代表小
栗先生を講師に迎え講話をしていただきます。配慮を
必要とする子どもたちを含むすべての子どもたちへの
性の指導にたくさんのヒントをいただける講座となって
います。配慮を必要とする子どもたちの支援にかか
わっている先生方、是非ご参加ください。

人　権・
同　和
教　育

短
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特　別
支　援
教育２

７月３１日（月）

ICT
(情報
モラル)

やってみよう、
毎日の授業で情報モラル教育

福岡県教育センターのキャリア

アップ講座等、他の研修と重ならな

いように校内で確認の上、お申し込

みをお願いします。

やむを得ず欠席しなければなら

なくなった場合は、必ず久留米市

教育センター（０９４２－３６－

９７７７）へご連絡ください。

今年も現役の教科調査官（算数 笠井調査官、

総合 齋藤調査官）や、調査官・視学官経験者

（社会 澤井先生、理科 鳴川先生、道徳 浅見

先生、特別活動 杉田先生）をお招きして、最新

の教育事情を学べる講座を多数開設しました！

そのほかも魅力的な講師をたくさん招聘！

たくさん学んで、日々の授業づくりに生かして

いきましょう！


